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山田酉之提出論文内容要旨
結
目
 眼款織の細網内皮系統については従来多ぐの研究がなされて来たが,継内系学の発展した今日,
 再検討一すべき多ぐの問題がある。著者は先に,赤崎・小島の全身的被刺戟状態に於て脈絡膜の網
 内系が高度に賦活されること,又,トリパン青と共に静注された墨粒が脈絡膜に於て著明に貪食
 されることを発.見し、この謙た脈絡膜網内系反応の特異性が,全身病としての葡萄膜炎の発生と
 病型¢)問題に大きな布石となることを推論したが〔参考論文,5・5),戻に貪食の微細構造を
 電子顕微鏡的に追求した二
実 験方法
 成契逃白色及び有'色熱く兎に,29旨トリノくン』彦ガ(溶液と20%パイロット製図用インク〔墨～卜)フ1く
 浴…液の等量混合液5.6CC/》,24時間・毎7～14回静注し,最終注射24時間後眼球摘出の上,
 2%オスミウム駿水溶液とPHZ4磯燐酸暖鶴液もしくはベロナール帝灘1液との等量・混合液で劇
 症,アルコールで脱水し,メタクリル包埋の陵鏡検した。
実 験成績
 1.垂泣貪食組犯は脈絡膜内に多数認められ,その多ぐは毛細u皿鱗屑にある0
 2.墨粒食食細胞は,脈絡膜豆丘管腔中に認められることと,内皮細胞と基底膜との間に介在す
 ろことと,脈絡膜基質中に血管と関係左(存在することとある。
 5,光学顕微鏡で脈絡膜基質内や毛細血管壁にあると判断された墨粒食食細胞の中には,実は
 毛細血管腔内のものが混在している。
 4.血管腔内の貪食細胞は,内皮細胞との間に細胞質のつながりを持ち,内皮細胞が膨隆した
 ものと見なすべき場合がある。
 5.内皮細胞と基底膜の間にある貪食細胞は,内皮細胞を」1江管腔に向って押し上げ,両側の内
 皮細胞が連絡を失なっていおことがある。
 6.これらの貪食細胞は血管との関係の如何にかかわらず類似した電子顕微鏡的構造を持つ。
 即'ら,豊かな胞体と,偏在する一つの特に分葉しない核を持ち,細胞膜には多ぐの突起や陥入が
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 ある。一般に粗面小胞体に富み,ゴルジ複合体は明らかでない。糸粒体は時に膨化している。最
 も目立つのは墨粒食食像であり,この他にも種々の顆粒や嚢胞を持っている。
 Z墨粒は団塊となって一層の膜で囲まれた嚢胞様構造の中に摂取され,嚢胞の壁に沿って分
 布する傾向が強い℃
 8.墨粒を貪食しない細胞の中にも,種々の嚢胞や顆粒を持つものがある。
 9メラニγ色素保有細胞の中で,メラニンが団塊となって臆胞様構造の中に認められる如き
 形のものの比率が,正常有色家兎に比して増加している。
 旬.この様な形のメラニγ色素保有細胞が,胞体内に同時に墨粒を摂取していることがある。
霧 按
 脈絡膜基質内の貪食細胞が,静脈内に投与された墨粒を摂取するのは特異な性質である。一方,
 毛細」血管腔中に多数見出だされる墨粒貪食細包の由米はな騎必らずしも明らかでないが,その中
 には,少なくとも,毛細血管内皮細胞が墨粒を摂取して膨隆剥脱したものと,毛細il且管周辺細胞
 が垂泣を摂取した上,内皮細胞を押しのけて遊出したものとがある,と考えるべき所見が得られ
 た。即ち,脈絡膜毛糸臨辻待の内皮細胞と周辺細胞の中の・あるものは,条件によっては熾烈な貪食酷
 を持ちうると見なさねばならず,これらは細網内皮系統に入れ・て然るべきものと考える。
 強ぐ賦活された脈絡膜内シご見出される貧食細胞の墨粒貪食の基本星凱ま,身体他部の貪食細胞が
 極々の異物を摂取する時の像と共通するが,これらの≦剛立を含んだ購胞様構造と,他の多様な嚢
 胞乃至顆粒との蘭には移行があるように思われ,著者は原著に於てこれを一つの様式図として示
 した。この基本型に基いて見るならば,従来脈絡膜に於てメラニンが形成さ沼.る形であると解釈
 されていた前述の形の色素保有細胞が,実はメラニンを摂取した貧食細胞であろうと著者は推定
 していたが,この細胞が墨粒を同時に貪食していろ像を見出だすことによって,これを立証しえた
 と考える。正常の葡萄膜に於ても営なまれている貪食作用が,全身的被刺戟状態下でやはり増強
 されていることが,メラニンを指標として確認されたわけである。
結
論
 1.脈絡膜毛細血管の内皮細胞と周辺細胞の中には,細網内皮系統に入れるべき細胞が存在す
 る0
 2・脈絡膜のメラニン色素保有葺糊包の中には,メラニンを貪食したもの力競在している。
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審査
士
口
茶
果 σ) 要
旨
 細網内皮系統に関しては赤崎教授一門の広汎な研究があるが,本論文は,同じ立場に立って眼
 組織の細網内皮系,殊に脈絡膜のそれを研究した成績である。
 さきに著者は,全身的被東戯状態に於て脈絡膜の網内系が高度に賦活され,貪食能の亢進する
 のを実験的に証明したが,本論交に於ては,同様にトリパン青と墨汁を混合して白色及び有色家
 兎に静注し1その脈絡膜内の食食像を電子顕微鏡を以て観察した。
 その結果、墨粒貪食細胞が脈絡膜血管腔内や基質内に多数存在すること勤その中には血管内皮
 細胞や周辺細胞由来のも㊨も.あること,などを明らかにし,貪食嚢胞の諸相をまとめ上げている
 .が,脈絡膜毛細血管内皮細胞と周辺細胞の中に網内系に入れるべき細胞が存在することは従来ま
 で知られなかったところて,基礎的な新知見てあると考えられ.る。
 また,有色家兎`τ於ても多様な貧食像を見いだして,墨粒とメラニン顆粒との関係から脈絡膜
 内にメラニンを貧食した細胞が存在することを立証し,正常脈絡膜内にもこの貪食細胞が存在す
 ることを論じている。従来ゆ脈絡膜内のこの様なメラニン貪食細胞の存在を推定する者はいても
 立証.されていなかったところで,著者の牙二の結論もまた脈絡膜に関する基礎的左新事実を提示
 したものてある。
 しかも著者の示す電顕像は,従来色素保有細胞由来と考えP)れた交感性眼炎の類.L皮細胞の電
 顕像と酷似して居り,いわば実験的`ぐ類.ヒ皮細胞πよく似た細胞を作り出したもので,炎症巣細
 胞の由来に関する赤崎教授らの学説を支持ずるに足る有力な所見と考えられ旧艮科領域に限らず
 炎症及び網内系学に於て有意義な知見を得たものと認定されゐ。
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